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はじめに

東京都に産する変形菌は， Emoto( 1977）によって種のランクでまとめられた。その後，小里子 ・萩

原（1986），山本（1998），山本・田中 (1999), Yamamoto (2000），山本・ 萩原 （2000），山本ら

(2000），小野ら（2001），仲田（2002a,2002b）および山本（2002,2003）が東京都産変形菌を報告し

た。それらを合計すると，東京都 （以下，本論文で・は小笠原諸島を除いた地域として扱う）に産する

変形菌は199分類群が知られていたことになる。

2002年および2003年に， 常陸宮殿下のお心遣いで東京都心部に位置する常盤松御用邸の変形菌を調

査する機会を得た。調査の結果， 56分類群の存在を確認した。そのうち11分類群は東京都新産で、あっ

た。したがって，東京都産の変形菌は210分類群となった（付表1）。

調査地と調査方法

本報告の調査地は東京都心に位置する常盤松御用邸（東京都渋谷区）である。調査は混室培養とフ

ィーノレドワークによって行なった。培養は常陸宮殿下の採集された生木樹皮や落枝を， 2002年に山本

が高知市で、Gilbert& Martin (1933）に準じた方法で行なった。ごく一部（クスノキ）は2003年に山本が

樹皮を採集して培養した。その場合はデータの末尾に2003と記入しである。これらの生木樹皮と変形

菌の関係は，将来に変形菌の生息微環境をまとめる際の基礎的データとなるので，表を作成した （付

表2）。フィールドワークは2003年7月11日（山本・萩原・出川・稲葉 ・加茂野・棚橋）と 12日（山

本・萩原・川上・稲葉・加茂野・棚橋・海老根）に行なった。なお11日のフィーノレドワークの際には
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暑い中で蚊に刺されながら，常陸宮殿下も一緒に採集なされたことを付記しておく。

東京都内の他地域との比較

ある調査地の変形菌相を比較するためには種 ・属比や群落係数が使用されることがある。種・属比

は種の豊富度を示す目安になる値であり，群落係数は調査地の変形菌相の類似度を示す値である

(Stephenson, 1988）。本調査地と過去の東京都における調査地とを比較するため，種・ 属比くある地

域の穏数／ある地域の属数＞と群落係数＜2c/(a+b）， すなわち両地域に共通な種数× 2/（第一地域

の種数＋第二地域の種数） ＞を求めた。

現在までに自然教育園から報告されている分類群の合計は80で属数は26（小野・萩原， 1986：，山本・

田中，1999；小野ら，2001）なので，種 ・属比は80/26= ca.3.1，同様に皇居の分類群は98で属数は29（山

本ら， 2000）なので種・属比は98/29= ca.3.4，本研究の調査地の種・属比は56/21= ca 2. 7である。その

結果，自然が最も多く残されていると考えられる皇居が最大値を示し，次いで自然教育園，そして調

査範囲が最も狭い常盤松御用邸の順となる。

群落係数を求めてみると，自然教育園と常盤松御用邸とは2×27/(80+56)= ca0.40，自然教育園と皇

居とは2×48/(80+98)= ca.0.54，皇居と常盤松御用邸とは2×37/(98+56)= ca.0.48となる。自然教育園と

皇居，および皇居と常盤松御用邸の類似度は比較的高いのに，常盤松御用邸と自然教育園との類似度

が低いのは，自然教育園においては湿室培養を利用した調査がなされていないためであると考えられ

たので，フィールドワークで確認された穫のみでこの両地域の群落係数を求めてみると， 2×

20/(80+ 32) = ca.0.36となる。この値から見ると，湿室培養のみが原因ではなく，常盤松御用邸内の林

が少ないことやフィール ドワークの不足も一因であることが考えられる。

採集品リスト

以下のリストは目ごとにアルファベット順に配列しである。学名は最新のLado(2001）の提案に従

っているが，一部には筆者らの見解も入れてある。発生基物は，生木樹皮を「BJ，務校を「TJ' 

腐木を「DJ，落葉を「LJ，生きている草を「LPJで示しである。また，発生に要する日数を明ら

かにするために培養期間を付記した。標本はふつう乾燥標本を作製したが，やむをえずスライド標本

とした例もある。その場合には「SlideJ と付記しである。また，混生種はプラス記号（＋）を付けて

記しである。現在， 山本の個人標本庫に保存されている標本は「YYJ ； ~ 2003年7月のフィールドワー

クで得られた標本は「THJをつけて表記しである。これらの標本は近い将来国立科学博物館植物研

究部標本庫（TNS）で保存される予定である。

以下のリストにおいて学名の最初にアステリスク（＊）をつけたll分類群は東京都新産である。

Famin包iniales(Syn.: Ce悶tiomyxales）ツノホコリ目

I. Famintziniafruticu/osa (O.F. Muell.) Lado, Nomenmyx., p. 43, 2001. (Syn.:Ceratiomyxajトuticulosa(O.F. 

Muell.) T. Macbr.）ツノホコリ

TH-40 (D) 
¢ 

本穏はおもに夏に日本各地で腐木上にふつつに見られる世界的広布種である。
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Echinosteliales J、リホコリ目

2. C/astoderma debaryanum A. B刷t,Bot. Zeit., 38: 343, 1880.クピナガホコリ

YY-23598 (T, 9/18・10/15);TH・44(D) 

本穏はおもに夏に腐木上に見られるが，子実体が小さいために日本での記録はあまり多くはない。

3. 市C/astodermadebaryanum var. i,叩eratoriumEmoto, Bot. Mag., To匂o,43:169, 1929.アミクビナガホ

コリ（Fig.I) 

YY-22662 p.p. (B，スダジイ， 517・5/20);YY・22663p.p. (B，スダジイ，517・5/20);YY-22664 (B，スダジイ，

517・5/20);yy・22665(B，シラカパ，517・5/20);YY-22671 p.p. (B，シダレザクラ，517・5/20);YY・22675(B，ク

ロマツ，517・5/20);yy・22677(B，スダジイ，517・5/20);YY-22678 p.p. (B，ス夕、ジィ，517・5/21);YY-22679 p.p. 

(B，クロマツ，517・5/21);YY・22680p.p. (B，アカマツ， 517・5/21);Y下22681但，スダジイ， 517・5/21);YY・

25375 (B，クスノキ，10/7・10/23,2003) 

本変種は神奈川県逗子での昭和天皇の採集品に基づいて，江本義数によって記載された。変種名

がimperatoriumとなっているのはそのためである。この変種は生木樹皮の湿室培養でしばしば出現す

る。

4. Echinostelium apitectum K.D. Whitney, Mycologia, 72: 954, 1980. (Syn.:Echinostelium vanderpoelii 

Nann.-Bremek., Mitchell, Lakhanpal & Chopra）タマハリホコリ（Fig.2)

YY-22662 (B，スダジイ，517・5/20);Y下22661(B，スダジイ，517・5/20,slide); YY・22663p.p. (B，スダジイ，

517・5/20);YY・22668(B，ソメイヨシノ，517・5/20,slide); Y下22674p.p. (B，モミジ，5/7・5/20);YY・22675p.p. 

(B，クロマツ，5/7・5/20);YY-22677 p.p. (B，スダジイ， 5/7・5/20);YY-22679 p.p. (B，クロマツ， 517・5/21);

YY-22680 p.p. (B，アカマツ，5/7・5/21); YY-22681 p.p. (B，スダジイ，5/7・5/21)

本種は以前， εapitectumとE.vanderpoeliiとの2種に区別されていた。山本 (1998）は，東京都産の
標本を胞子が小さいことなどでE.vanderpoeliiとして報告した。しかし，この2種聞の変異は連続する

ので， 現在は同種とされている（Pando,1997）。

5. Echinostelium minutum de Bary, in Rostaf., Mon., p. 215, 1874.ハリホコリ（Fig.3)

yy・22678(B，スダジイ，517・5/21)

本種は非常に小さいので肉眼では見つけ難く，日本での報告例はあまり多くはない。しかし，湿

室培養では生木にも腐木にもしばしば出現する。

Licealesコホコリ目

6. Cribraria cancel/ata (Batsch) Nann.-Bremek., Ned. Myxom., p. 92, 1974.クモノスホコリ

TH・41(D); TH・42(D, + lycogala epidendrum) 

本種はおもに夏にマツなどの腐木にふつうに発生し，世界的広布種とされている。しかし，とき
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に広葉樹の腐木にも発生することがある。

7. Cribraria con_ルsaNann.-Bremek. & Y. Yamam., Proc. K. Ned. Akad. Wet. C, 86: 212, 1983.コビトアミ
ホコリ

YY-22663 (B，スダジイ，5/7・5/20);YY-22662 p.p. (B，スダジイ， 5/7・5/21);yy・22664p.p. (B，スダジイ，

5/7・5/20);YY-22672 p.p. (B，ヒノキ，5/7・5/20);YY-22675 p.p. (B，クロマツ， 5/7・5/20);YY-22678 p.p. (B, 

スダジイ， 5/7・5/21)

本種はおもに夏に生木の樹皮に発生する。小さいのでフィールドでの採集例は少ないが，湿室培

養ではそれほど希な種類ではない。やや似た仁 minutissimaSchw.ヒメアミホコリは針葉樹の腐木に多

く発生するが，本種は生木であれば，針葉樹にも広葉樹にも発生する傾向がある。

8. Cribraria microcarpa (Schrad.) Pers., emend. Nann.-Bremek., Proc. K. Ned. Akad. Wet. C, 69: 340, 1966. 

アシナガアミホコリ

TH・51p.p. (D, + Arcyria obvelata) 

本種の子実体は高さが高いが子嚢が小さいので見つけ難い。生木樹皮にも腐木にも，また針葉樹

にも広葉樹にも発生する。

9. * Dictydiaethalium ferrugineum Nann.・Bremek.,Proc. K. Ned. Akad. Wet. C, 69: 345, 1966.サビハシラ

ホコリ（Fig.4) 

YY-22862 (T, 6/10・6/19)

本種は今までのところ，四国（高知県と香川県）から報告されたのみであるので，本州で初めての

産地となる。夏に広葉樹の腐木に発生する種で，擬着合子嚢体の色はDictydiaethaliumplumbeum 

(Schum.) Rostaf.ハ、ンラホコリの品種主cinnabarinum(Berk. & Br.) Y. Y，抑制． アカハシラホコリにやや

似るが，それより褐色を帯び，胞子の刺状紋はより小さい。

10. Licea biforis A.P. Morgan, J. Cine. Soc. Nat. Hist., 15: 131, 1893.モモワレコホコリ（Fig.5) 

YY-22671 (B，シダレザクラ， 5/7-5/20);YY-22674 (B，モミジ， 5/7・5/20):YY-22665 p.p. (B，シラカパ，

5/7・5/20);yy.・22669(B，ソメイヨシノ， 5/7・5/20);Y下22670p.p. (B，ウメ，5/7・5/20);YY-22673 p.p. (B，サ

ンシュユ， 5/7・5/20);yy・22864p.p. (T, 6/10-6/19) 

本種は小さいので見逃しやすいが， 腐木や生木の湿室培養でしばしば出現する。またときに落ち

葉などにも発生するので適応性が高い種と言える。

11. キLiceakleistobolus G W. Martin, Mycologia, 34: 702, 1942.スワリフタコホコリ（Fig.6) 

YY-22676 (B，ク ロマツ， 5/7・5/20);yy・22858p.p.(T, 6/10-6/16); YY-22864p.p. (T, 6/10・6/19);YY-

25375p.p. (B，クスノキ， 10/7・10/23,2003) 

本種は子実体が独特の形態をしているので容易に同定できる。腐木や生木の湿室培養でときに出

現する。
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12. Licea operculata (Wingate) G W. Martin, Mycologia, 34: 702, 1942. ミズサシコホコ リ

YY-22682 (B，アンズ，5/7・5/21)

本穏はおもに夏に生木にも腐木にも発生する。ときに非常に硬くて変形菌の生育に不適と思える

ような樹皮にも発生する。

13. Licea parasitica (Zukal) G W. Martin, Mycologia, 34: 702, 1942.へソコホコリ

YY-22670 (B，ウメ， 5/7・5/20);yy・22676p.p.(B，クロマツ，5/7・5/20);yy・25377(B，クスノキ，10/7-

10/23, 2003) 

本種はおもに夏に生木に発生する。それほど希ではないが，うまく成熟させるのが難しいので，

よい標本は少ない。

14. 事Liceapedicel/ata (H.C. Gilb.) H.C. Gilb., in G W. Martin, Mycologia, 34: 702, 1942.エモチコホコリ

(Fig. 7) 

yy・25376(B，クスノキ， 10/7・10/23,2003) 

本種はふつうは湿室培養で，やや希におもに生木樹皮に発生する。子実体の形態はLoperculataに

やや似るが，子嚢に蓋はなく， 柄はより短くて太い。

15. Lycogala epidendrum (L.) Fr., Syst. Myc., 3: 80, 1829.マメホコリ（Fig.8) 

YY-22890 (T, 7/4，常陸宮殿下採集）；TH-17 (D) 

本種は世界的な普通種で， 日本の暖地では腐木上に一年を通して見られることもある。これは本

種の着合子嚢体の皮層が雨などに比較的強いこともその一因であると思われる。

16. Lycogalaιxiguum A.P. Morgan, J. Cine. Soc. Nat. Hist., 15: 134, 1893.コマメホコリ

TH・46& 47 (D) 

本種はLepidendrumの小型のものに似るが，皮層の鱗片は小さい区画に仕切られているので，検鏡

すると容易に同定できる。

17. Reticu/aria splendens var.jurana (Meyl.) Kowalski, Mycologia, 67: 452, 1975. (Syn.:Enteridium 

splendens var.juranum (Meyl.) Haerk.）ジュラドロホコリ（Fig.9) 

YY-22861 (T, 6/10-6/18); Y下・23573(T, 9/18・10/7);TH・45(0)

本種は夏に低地で見られるReticularia（ドロホコリ属） の中では最も普通に見られる種類である。干

のドロホコリ属の学名は植物命名規約の解釈により， 近年ReticulariaからEnteridiumへ，また最近は

EnteridiumからReticulariaへと変更されている。

Trichialesケホコリ目

18. *Arcyria q伊nisRostaf. emend. Nann.-Bremek., Proc. K. Ned. Akad. Wet. C, 71: 39, 1968.クロ呂ウツボ

ホコリ
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TH・20&21(D) 

後者の標本の細毛体は退色して褐色となっている。そのため肉眼ではAdenudate （し）Wettst.ウツボ

ホコリの退色型との区別が困難となっているが，細毛体が杯状体から容易に離脱することなどで区別

できる。

19. Arcyria cinerea (Bull.) Pers., Syn. Fung., p. 184, 180 I.シロウツボホコリ

YY-22865 (T, 6/10・6/19);YY-22870 (T, 6/10・6/23);YY-22876 (T, 6/10・6/30);Y下22880（工6/10・7/1,slide); 

YY-23558 (T, 9/18・9/26);YY-23561 (T, 9/18・10/2);YY・23570（主9/18・10/7,+ Physarum nutans); YY・23572(T, 

9/18-10/7, + Didymium iridis) YY-23596p.p. (T, 9/18・10/15,+ Arcyria denudata); YY・23597(T, 9/18・10/15,+ 

Arcyria denudata); TH・48(D) 

本種は世界的広布種で，おもに夏に腐木上に発生する。しかし，湿室培養では生木樹皮上でもふ

つうに見られ，針葉樹や広葉樹の別はない。

20. Arcyria denudata (L.) Wettst., Verh. Zool.・Bot.Ges. Wien, 35: Abh. 535, 1886.ウツボホコリ（Fig.10) 

YY-22888 （工 7/4，常陸宮殿下採集，＋ Craterium leucocephalum var. cylindricum); YY-23562 (T, 9/18・

10/2); YY・23571(T, 9/18・10/7);yy・23596（工 9/18・10/15,＋べrcyriacinerea); YY-23597p.p. (T, 9/18・10/15,+ 
ペrcyriacinerea); TH・18（地面上）；TH・19,49, 50, 52 & 53 (D) 

本穏は世界的広布種で，おもに夏に広葉樹の腐木上に発生する。かなり変異が多いので今後の研

究が必要な種である。

21. Arcyria incarnata (Pers. ex J.F. Gmel.) Pers., Obs. Myc., 1: 58, 1796.モモイロウツボホコリ

yy.・22860(T, 6/10・6/17)

本種はおもに夏に広葉樹の腐木上で見られるが，暖地ではあまり多くないようである。

22. Arcyria insignis Kalchbr. & Cooke, in Kalchbr., Grevillea, 10: 143, 1882.コウツボホコ リ（Fig.11) 

YY-22859 (T, 6/10-6/16); YY.・22864(T, 6/ 10・6/19);yy.・23541(T, 9/18・9/22);yy.・23563(T, 9/18・10/2)

本種はおもに梅雨明け頃に，腐った草の茎や樹木の小枝などに多く発生することが多い。

23. Arcyria minuta Buchet, in Pat., Mem. Acad. Malgache, 6: 42, 1927.ウスベニウツボホコリ

YY-22877 (T, 6/10-6/30) 

A. incarnataとA.insign臼は本種と同様に子嚢が桃色を帯びるが， λ incarnata／ま細毛体の網目が粗大

で杯状体から離れ易い。 A.insignisとA.minutaは細毛体が杯状体に強く付着するが，A insignisは東生

し， Aminutaはふつう群生する傾向がある。

24. Arcyria obvelata (Oeder) Onsberg, Mycologia, 70: 1286, 1978.キウツボホコリ

TH・51(D, + Cribraria microcarpa) 

本種はおもに夏に腐木上に発生する。 A virescens G Listerミドリウツボホコリに似るが，柄はより

短く，杯状体はより浅く，細毛体はより均一に模様がある。



山本・萩原・出川・川｜上・稲葉・加茂野・棚橋・海老根：常盤松御用邸産変形菌 -37一

25. Arcyria pom伸rmis(Leers) Rostaf., Mon., p. 271, 1875.マルウツボホコリ（Fig.12) 

YY-22858 (T, 6/10・6/16);yy.・22861p.p. (T, 6/1 0・6/18);yy.・25375p.p.(B，クスノキ， l017・I0/23, 2003) 

本種は黄色型のペ cinerea（こ似るが，子嚢がより鮮やかな黄色で，細毛体はより粗大で，細毛体糸

に刺状紋はより少ない。

26. Calomyxa metallica (Berk.) Nieuwl., Am. Midi. Nat., 4: 335, 1916.コガネホコリ

yy.・22667(8，ソメイ ヨシノ，5/7・5/20,slide); YY.・22677p.p.(B，スダジイ，5/7・5/20);YY-22682p.p. (B，ア

ンズ，5/7-5/21)

本種は里子外ではおもに秋に山地の腐木上に発生するが，生木樹皮の湿室培養では季節を問わずに

発生する。また，秋に発生する子実体の方がより大きくて長くなる傾向がある。この生態の差異は興

味深い。

27. Hyporhamma serpula (Scop.) Lado, Nomenmyx., p. 48, 2001. (Syn.: Hemitrichia serpula (Scop.) Rostaf.) 

へビヌカホコリ（Fig.13) 

YY-22889 (T, 7/4，常陸宮殿下採集）；TH・54& 55 (D) 

本種は秋に広葉樹の樹皮に発生することが多いが，春や夏や冬にも発生することがある。子実体

が独特な形態であるので，容易に他種と区別できる。

28. Perichaena chrysosperma (Currey) Lister, Mycet., p. 196, 1894.トゲヒモホコリ（Fig.14) 

YY-22878 (T, 6/10・7/1)

本種は梅雨明け頃に，おもに広葉樹の腐木に発生することが多い。 P.vermicularisに似るが，細毛

体糸に刺があり，胞子はより小さいことなどで区別できる。

29. Perichaena vermicularis (Schwein.) Rostaf., Mon. App., p. 34, 1876.イモムシヒモホコリ（Fig.15) 

YY-22666 (B，ソメイヨシノ，517・5/20,Slide); Y下22670p.p. (B，ウメ，5/7-5/20);yy.・22674p.p. (B，モミ

ジ， 5/7-5/20);yy.・22682p.p. (B，アンズ，5/7-5/21);TH・56（腐ったシュロ網）；TH・61（腐ったシュロ網，＋

Diderma ejfusum) 

標本は樹木を移植する際に使用した、ンュロ網の腐朽したものに大発生していた。このような大発

生が見られる例は希である。

Physaralesモジホコリ目

30. Craterium /eucoc，ψha/um (Pers. ex J.F. Gmel.) var.の1/indricum(Massee) G Lister, in Lister, Mycet. ed. 2, 

p.97,1911.ツツサカズキホコリ

YY-22888 p.p. （工7/4，常陸宮殿下採集，＋Arcyria denudata) ; TH・22&62～64(L) 

本変種は仁 leucocephalumvar. leucocephalumシロサカズキホコリより明瞭な蓋があり，それよりも

ふつうに見られる。第一の引用標本yy.・22888p.p.はArcyriadenudataの発生した落枝に子嚢体が一個

のみ付着していたもので，落葉に発生していた子実体の一部が付着したものと恩われる。
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31. Diachea leucopodia (Bull.) Rostaf., Mon., p. 190, 1874.ジクホコリ

TH-26 (L, + Physarurn rnelleurn f. luteurn) 

本種はおもに梅雨明け頃に，腐りつつある草や落ち葉などに発生することが多い。子嚢に美しい

金属光沢があって円筒形に近く，柄が白色の石灰質であることなどにより， 容易に他種と区別できる。

32. Diderma chondrioderma (de Bary & Rostaf.) G Lister, in Lister, Mycet. ed. 3, p. 258, 1925.キノウエホ

ネホコリ（Fig.16) 

YY-22665 p.p. (B，シラカノ＼ 5/7・5/20);YY-22669p.p. (B，ソメイヨシノ，5/7δ／20);YY-22671 p.p. (B，シ

ダレザクラ， 5/7-5/20);YY・22673(B，サンシュユ， 5/7・5/20);YY-22676 p.p. (B，クロマツ， 5/7・5/20);YY-

22679(8，クロマツ，5/7・5/21);yy・22681p.p. (B，スダジイ，5/7・5/21);YY-22682 p.p. (B，アンズ，5/7・5/21)

本種は生木樹皮に発生する変形菌の代表種である。今回の調査でも生木樹皮の湿室培養で多く発

生した。

33. Didermα宅伊，sum(Schwein.) A.P. Morgan, J. Cine. Soc. Nat. Hist., 16: 155, 1894.ホネホコリ
TH・27(L); TH・65（腐った、ンュロ網，＋Perichaena verrnicularis) 

本種は世界的広布種で，日本ではおもに梅雨明け頃に落ち葉などの上にふつうに見られる。

34. *Diderma microsporum (Nann.-Bremek. & Y. Yam釦n.)Y.Y1創nam.,Myom. Biota Jpn., p. 279, 1998.ホソ

ミホネホコリ（Fig.17) 

TH・28(L) 

本種は梅雨明け頃に，生きている草などの上に発生することが多いので，リタ一変形菌の仲間で

あることが想像される。しかし，採集例が少ないので断定はできない。外皮に独特の石灰の結品があ

ることなどで，他種とは容易に区別できる。

35. *Di，砂miumchrysosporum T.N. Lakh. & K.G Mukerji, Acta Bot. lndica, 6: 16, 1978.キミカタホコリ

(Fig. 18) 

TH・70&71(L)

本種はD squarnulosurn fこ似るが，軸柱が黄色を帯び，胞子はより目音色で，胞子表面のいぼ状紋はや

や線状に並ぶ傾向がある。

36. Di砂miumiridis (Ditmar) Fr., Syst. Myc., 3: 120, 1829.ゴ、マシオカタホコリ

YY-23572 (T, 9/18・I0/7, + Arcyria cinerea) 

本種はD.nigripesに似ているが，子嚢壁に褐色の斑紋はなくて，軸柱は白色である。

37. Di砂miumminus (Lister) A.P. Morgan, J. Cine. Soc. Nat. Hist., I 6: I 45, 1894.コカタホコリ

TH・38(L) 

本種は世界的広布種で，日本ではおもに梅雨明け頃に落ち葉などの上にふつうに見られる。D
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melanospermum (Pers.) T. Macbr.カタホコリにやや似るが，柄はより短く，胞子はより小さく，胞子に

暗色のいぽの集合部がある。

38. m砂miumnigripes (Link) Fr., Syst. Myc., 3: 119, 1829.ヒメカタホコリ

TH・39(L) 

本種は世界的広布種で， 日本ではおもに梅雨明け頃に落ち葉なとマコ上にふつうに見られ， D minus 

に似ている。しかし，柄はより長くて上部は半透明である。

39. m砂miumsquamu/osum (Alb. & Schwein.) Fr., S戸nb.Gast., p. 19, 1818.シロエノカタホコリ

TH・33& 34 (L); TH・35(LP）；百十36,37 & 66 (L); TH・67(LP); TH・68& 69 (L) 

本種は世界的広布種で，日本でもおもに梅雨明け頃に落ち葉などの上に極めてふつうに見られる。

しかし，子嚢や胞子の形態にかなり変異があるので，将来の研究が必要である。

40. Fuligoseptica (L.) F.H. Wigg., Prim. Fl. Holsat., p. 112, 1780.ススホコリ

TH・4(D) 

本種はおもに夏に腐木上に発生する。本種の石灰節は白色で，石灰節の黄色い品種王jlava(Pers.) Y. 

Yamam.キフシススホコリよりはまれである。

41. Physarum album (Bull.) Chevall., Fl. Gen. Env. P訂is,1: 336, 1826. (Syn.: Physarum nutans Pers.）シロ

モジホコリ

YY-22672 (B，ヒノキ， 5/7-5/20);yy・22680(B，アカマツ， 5/7・5/21);YY-22662 p.p. (B，スダジイ，5/7・

5/20); YY・22664p.p. (B，ス夕、ジイ，5/7・5/20);YY・22669p.p. (B，ソメイヨシノ，5/7・5/20);yy.・22676p.p. (B, 

クロマツ，5/7・5/20);yy.・23570p.p. (T, 9/18・10/7, + Arcyria cinerea); TH・76(B，ス夕、ジイ）

本種は世界的広布種で，日本ではおもに夏に，腐木にも生木樹皮にもふつうに発生する。子嚢が

円盤形で，柄の基部が暗色であり，石灰節が白色の紡錘形であることなどで，比較的容易に同定でき

る。

42. Physarum cinereum (Batsch) Pers., Neues Mag. Bot., 1: 89, 1794.ハイイロフクロホコリ

TH・5&81(L) 

本種は世界的広布種で，日本ではおもに梅雨明け頃に，腐りつつある草や落葉などにふつうに発

生する。

43. *Physarum /eucophaeum Fries, Symb. Gast., p. 24, 1818.ニセシロモジホコリ（Fig.19) 

yy.・22886(T, 6/10-7 /1, slide) 

本種はRalbumfこ似るが，子嚢はより球形に近く，細毛体の形態が異なる。おもに夏に腐木上に発

生することが多いが，それほと。ふつうではない。

44. Physarum melleum (Berk. & Broome) Massee, Mon., p. 278, 1892.シロジクキモジホコリ
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TH・10(D); TH・74(LP& L) 

本種はおもに夏に常繰広葉樹の落ち葉などに多い。日本では極めてふつうに見られるが，ヨーロ

ッパなどではまれだと言われている。

45. *Physarum melleum王luteumY. Yam御礼，Myxom.Biota Jpn., p. 454, 1998.コシロジクキモジホコリ

TH-8 & 75 (L) 

本品種は以前にはRmelleumと区別されていなかったが，石灰節の形態と色，子嚢の色彩などで区

別することができる。おもに夏にクリなどの落葉広葉樹の落ち葉に発生することが多い。

46. 中 ＇hysarumsulphureum Alb. & Schwein., Consp. Fung., p. 93, 1805.イオウモジホコリ（Fig.20) 

TH・11(L) 

本種はR melleumlこ似るが，子嚢や胞子の形態などで区別できる。おもに夏から秋に発生するが，

それほど、ふつうではない。

47. Physarum superbum Hagelst., Mycologia, 32: 385, 1944.キミミズフクロホコリ（Fig.21) 

TH・77& 78 (L) 

本種は以前， Rsessile Brandzaエナ、ンフクロホコリと同種とされていたが，屈曲子嚢体の色彩など

の差異から別種として区別されている。おもに夏に常縁広葉樹の落ち葉に発生することが多い。

48. Physarum viride (Bull.) Pers., Ann. Bot. Usteri, 15: 6, 1795.アオモジホコリ

YY-22871 (T, 6/10・6/26)

本種は世界的広布種で，日本ではおもに夏に腐木上にふつうに見られる。柄の短い型と長い型が

あり，この二つの型は一見すると別種に見えることもある。

Stemonitalesムラサキホコリ目

49. Comatricha elegans (Racib.) G Lister, Guide Br. Mycet. ed. 3, p. 31, 1909. (Syn.: Col/aria e/egans 

(Racib.) Dhillon & Nann.-Bremek.）クロエリホコリ（Fig.22) 

YY-22881 (T, 6/1 0・7/1,slide); YY・22882（工6/10・7/1,slide) 

本種はCol/aria（エリホコリ属）に分類されることも多いが，軸柱の長さやエリの存在などは属を区

別する形質としては適当ではないと思われる。ここではComatricha（カミノケホコリ属）として扱つ

である。

50. Comatricha /axa Rostaf., Mon., p. 201, 1874.スカシカミノケホコリ（Fig.23) 

YY-22858p.p. （工6/10・6/16);yy・22883(T, 6/10・7/1,slide); YY・22884（工6/10-7/1,slid巴）

本種はおもに夏に落校などに発生するが，群生することが少ないので，日本での採集例は多くは

ない。落校の湿室培養ではふつうに出現する。
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51. Comatricha pulchella (C. Bab.) Rostaf., Mon. App., p. 27, 1876.アカカミノケホコリ

TH・12(L) 

本種はおもに夏に落ち葉などの上に発生する。落葉に発生するComatricha（カミノケホコリ属）の

種類は少ないが，本種はその代表種で日本各地で採集されている。

52. Comatricha tenerrima (M.A. Curtis) G Lister, Guide Br. Mycet. ed. 4, p. 39, 1919.ツムギカミノケホコ

リ（Fig.24) 

yy.・22885(T, 6/10・7/1,slide) 

本種の外形は仁 lαxaにやや似ている。しかし細毛体が屈曲することが多く，胞子に暗色のいぼの

集合部があるので容易に区別できる。

53. *Macbrideola martinii (Alexop. & Beneke) Alexop., Mycologiaラ59:114, 1967.マーチンホソホコリ

(Fig. 25) 

YY-22683 (B，アンズ，5/7・5/21,slide) 

本種は生木樹皮の湿室培養で出現するが，あまりふつうではない。子実体もノトさいので見逃され

ることも多い。

54. Stemonitis ax俳・ra(Bull.）工 Macbr.var. smithii （工Macbr.)Hagelst., Mycet. N. Am., p. 154, 1944.スミス

ムラサキホコリ

TH・13(D) 

本種を独立種として扱う研究者も多い。ごく最近， Morenoet al. (2004）は本変種をS邸件raサビム

ラサキホコリと同種とした。しかし，細毛体はSaxiferaより繊細で，胞子もより小さいので変種とし

て扱うのが適当であると思われる。

55. StemonitisルseaRoth, Mag. Bot. Roemer& Usteri, 1(2): 26, 1787.ムラサキホコリ
yy.・22863(T, 6/10・6/19);YY-22879 （工6/10・7/1);yy.・22869(T, 6/10・6/23,slide); TH・83(D) 

本種はおもに梅雨明け頃に腐木上に見られ，世界的広布種とされている。子嚢が黒色をおび，胞

子が網目型であることなどで区別できるが，かなり多形である。

56. Stemonitis splendens Rostaf., Mon., p. 195, 1874.オオムラサキホコリ

TH・14& 16 (D); TH・15(L) 

本種はおもに夏に，広葉樹のあまり腐っていない樹皮に発生することが多い。子嚢体が大形なの

でよく目立ち，採集例も多い。標本は以前にvar.(fonn.)jをnestrataと呼ばれていた型である。Morenoet 

al. (2004）はSEMによる研究で本種の中にS l恕nicolaNann.-Brem.ニセオオムラサキホコリとs

splendens va仁webberi(Rex) Listerスカシムラサキホコリを含めた。しかし， S.lignicolaは表面網がより

繊細で，網目がはるかに小さいo S. splendens V訂.webberiは一見すると， S.splendensが環境変異によっ

て網目が粗大化した型に似るが，遺伝的に固定した種類であると思われるので，変種として扱うのが

適当であろう。
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Summary 

Myxomycetes collected at the Tokiwamatsu Imperial Villa, Tokyo Pref., Japan were examined by field 

work and moist chamber culture. As a result, 56 taxa were enumerated. Among them 11 taxa (Clastoderma 

debaryanum var. imperatorium, Dictydiaethalium ferrugineum, Licea ldeistobolus, L. pedicellata （ペrcyria

ajfinis). Diderma microsporum, Didymium chrysosporum, Physarum leucophaeum, P melleum王luteum,P 

sulJフhureumand Macbrideola martini were new to To防oPref. (Bonin Islands are excluded). As a total, 210 

myxomycetes become known from Tokyo Pref., and 25 t閥抗illus回tedto clarifシtheconcept of each t以 on.

Both lists of the myxomycetes found in Tokyo Pref. and the corticolous myxomycetes collected仕omliving trees 

in this study are added. 
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Fig. I. Clastoderma debarァ•anum var. imperatorium (YY-22681) 

A: Two stalked sporocarps. B: Basal part of stalk. C: Apical part of stalk and sporotheca. D: 

Apical part of capillitium with peridial plat巴lets.E: Peridial platelet and同ospores. 
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Fig. 2. Echinostelium apitectum (YY-22661) 

A: Six stalked sporocarps. B: Basal part of stalk observed by transmitted light. C: Apical part of 

st凶＜，columella and attached spores. 
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Fig. 3. Echinostelium minutum (YY-22678) 

A: Five stalked sporocarps. B: Basal part of stalk observed by transmitted light. C: Apical part of 

stalk, capillitium, part of peridium and a spore. 
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Fig. 4. Dictydiaetha/iumferrugineum (YY.・22862)

A: A pseudoaethalium. B: Caps ofpseudoaethalium. C: Two caps and hanging pseudocapillitium 

threads. D: Part of cap and two pseudocapillitium threads and a spore. 
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Fig. 5. Licea biforis (YY.・22864p.p.)

• lOμm 
A: Six sessile sporocarps. B: Part of sporocarp including spores. C: Part of peridium and two spores. 

翠健z

25μm 
』ーーーー－－ー

Fig. 6. Licea kleistobolus (Y'l'に22858p.p.)

A: Three sessile sporocarps. B: Longitudinal section of sporocarp. C: Part of peridia and spores. D: 

Operculum (cap) ofsporocarp. E: Part ofoperculum and a spore. 
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Fig. 7. Licea pedicel/ata (YY・25376)

A: Two stalked sporocarps. B: Part ofperidium加 dspores. C: Sporocarp observed by transmitted 

light. D: Part ofperidium and a spore. 

25μm 
』E・E・－－－－＇

Fig. 8. Lycogala epidendrum (YY・22890)

A: Five aethalia. B: Part of cortex with scales. C: Part of pseudocapillitium threads. D: Part of scale, 

apical part ofpseudocapillitium thread and a spore. 
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C 

25μm 
』－ーー・4

Fig. 9. Reticularia splendens var.jurana (YY・22861)

A: An aethalim. B: Part ofpseudocapillitium. C & D: Apical part ofpseudocapillitium and spore(s). 

25μm 
』．． ， ．．．．．．．． ー

10μm 
』ーーーーーー

Fig. I 0. Arcyria denudata (YY・23596)

A: A cluster of stalked sporocarps. B: Cysts in the stalk. C: Part of calyculus and basal part of 

capillitium thread. D: Part of capillitium and a spore. 
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25μ m 
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Fig. 11. Arcyria insignis (YY・22859)

A: Two clusters of stalked sporocarps. B: Basal part of stalk including cysts within. C: Part of 

capillitium. D: Part of calyculus, capillitium and a spore. 

Fig. 12. Arcyria pomiformis (YY.・22858)

A: Two stalked sporocarps. B: Basal part of stalk. C: Part of calyculus and capillitium. D: Part of 

capillitium. E: Part of calyculus, capillitium and a spore. 
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Fig. 13. Iかporhammaser1フula(YY・22889)

A: Two plasmodiocarps. B: Part of capillitium threads. C: Part ofperidium, apical part of 

capillitium thread and a spore. 

Fig. 14. Perichaena chrysosperma (YY・22878)

A: Five fructifications. B: Part ofperidium加 dcapillitium. C: Tip of capillitium thread, part of 

peridium and two spores. 
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Fig. 15. Perichaena vermicu/aris (Y可乙22666)

A: Three sessile合uctifications.B: Capillitium. C: Apical part of capillitium thread, part of 

peridium and two spores. 

0.5mm 』－ー

lOμm 
島国・・圃圃圃圃圃圃圃・4

Fig. 16. Diderma chondrioderma (Y下22673)

A: Four sessile plasmodiocarps. B: Part ofperidium加 dcapillitium. C: P旨此ofperidium,

capillitium加 da spore. 
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25μm 
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Fig. 17. Diderma microsporum (TH・28)

A: Part ofa plasmodiocarp. B: Three lime crystals on the peridium. C: Part ofperidium, capillitium 

and a spore. 

10μm 
』－－－

Fig. 18. Didymium chrysosporum (TH・70)

A: Three stalked sporocarps. B: Basal part of stalk. C: Part ofperidium, capillitium釦 da spore. 
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」主旦旦4

lOμm 
』－・E・－・圃・圃・・‘

Fig. 19. Physarum leucophaeum (YY・22886)

A: Two stalked sporocarps. B: Basal part of stalk. C: Part ofperidium and capillitium. D: Part of 

peridium, basal part of capillitium and a spore. 

Fig. 20. Physarum sulphureum (TH・lI) 

A: Three stalked sporocarps. B: Basal part of stalk. C: Part ofperidia and capillitium. D: Lime 

node and a spore. 
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Fig. 21. Physarum superbum (TH・77)

A: Plasmodiocarps and a sporocarp. B: Part ofperidia and capillitium. C: Lime node with 

connecting threads and a spore. 

C 

」旦丘~

Fig. 22. Comatricha elegans (YY・22881)

A: Two stalked sporocarps. B: Basal part of stalk. C: Two sporothecae after spore-dispersal. D: 

Incomplete subsurface net of capillitium. E: Apical p訂tof capillitium and a spore. 



山本・萩原・出川｜・川上・稲葉・加茂野・棚橋・海老根 ：常盤松御用邸産変形菌 -55一

A 

~~ 
Fig. 23. Coma/richαl似 α（YY.・22858)

A: Two stalked sporocarps. B: Basal part of stalk. C: Two sporothecae after spore-dispersal. D: Tip 

of capillitium and a spore. E: Apical part of伺pillitium.F: Incomplete subsurface net of capillitium. 

Fig. 24. Comatricha tenerrima (YY.・22885)

A: Two stalked sporocarps. B: Basal part of stalk. C: Part of capillitium. D: Peripheral part of 

capillitium and two spores. 
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C 

Fig. 25. Macbrideola martinii (YY-22683) 

A: Two stalked sporocarps. B: Basal part of stalk. C: Sporocarp after spore-dispersal. D: Apical 

part of capillitium. E: Apical part of capillitium and a spore. 
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付表1東京都産変形菌（小笠原諸島を除く）

Table I List of myxomycetes reported仕omTo防oPref. (Ogasawara Islands are excluded) 

江本 小野 山本 山本 山本ら 小野ら その他 本論文 記録数

目 属 種 1977 萩原 1998 萩原 2α)0 2001 合計

1986 2000 

F Farnintzinia {ruticu/osa ． ． ． ． ． ． 6 
F Farnintzinia 斤uticulosavar. descendens ． ． ． 3 
F Farnintzinia {ruticu/osa可百ir.flexuosa ． ． 2 
F Farnintzinia f同ticu/osavar. porioides ． ． 2 

E C/astoderrna debαryanum ． ． ． ． 4 
E C/astoderrna debaryanurn var. imperatorium ． 
E Echinoste/ium apitectum (= E. vanderpoelii) ． ． ． 3 
E Echinoste/ium minutum ． ． ． ． 4 
L Cribraria aurantiaca ． ． ． 3 
L Cribraria cancel/a/a ． ． ． ． ． ． 6 
L Cribraria coゆ，sa ． ． 2 
L Cribraria intricata ． ． ． ． 4 
L Cribraria intricata var. dictydioides ． ． ． ． 4 
L Cribraria /anguescens ． ． 2 
L Cribraria macrocarpa ． ． 2 
L Cribraria microcarp日 ． ． ． ． 4 
L Cribraria minutissima ． 
L Cribraria pyriformis ． ． ． 3 
L Cribraria 山rfa ． 
L Cribraria sp/endens ． ． 2 
L Cribraria tenella ． ． ． ． ． ． 6 
L Cribraria vio/acea ． ． 2 
L Dictydiaetha/iu聞 (errugineum ． 
L Dictydiaetha/ium p/umbeum ． ． ． 3 
L Dictydiaetha/ium plumbeum var. cinnabarinum ． ． ． ． ． 5 
L Licea biforis ． ． ． 3 
L Licea biforis var. sinuosa ． ． 2 
L Licea capitatoides ． 
L Licea capitatoides var.ρq・iokana 山本2002

L Licea ke//erii ． 
L Licea k/eistobo/us ． 
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江本 小野 山本 山本 山本ら 小野ら その他 本論文 記録数

目 属 穫 1977 荻原 1998 萩原 2α）（） 2001 合計

1986 2αm 

L Licea Minimα ． ． 2 
L Licea operculata ． ． 2 
L Licea parαsitica ． ． ． 3 
L Licea parvicapitat，α ． 
L Licea pedicellatα ． 
L Lindbladia tubulina ． ． ． ． 4 
L Lycogala conicum ． ． ． 3 
L Lycogala epidendrum ． ． ． ． ． ． ． 7 
L Lycogala epidendrum var. tessellatum ． 
L Lycogαla exiguum ． ． ． ． ． ． 6 
L Lycogalα flavofuscum ． ． ． ． 4 
L Reticularia lycoperdon ． ． 2 

L Reticularia lycoperdon var. americana ． ． 2 
L Reticularia 。livacea ． 
L Reticularia splendens ． 
L Reticularia splendens var.jurana ． ． ． ． 4 
しTubulifera αrαichnoidea ． ． ． 3 
L Tubulifera caspaヴI ． 
L Tubulifera dimorphotheca ． ． ． 3 
L Tubuliferα microsperma ． 
P Badhamia affim・s ． ． ． ． 4 
P Badhamia foliicola ． 
P Badhamia macrocarpa ． ． 2 
P Badhamia melanospora var. gracilis ． ． ． 3 
P Badhamia nitens ． 
P Badhamia panicea ． 
P Craterium aureum ． ． ． 3 

P Craterium concinnum ． ． ． 3 

P Craterium leucocephalum ． ． 2 

P Craterium leucocephalum var. cylindricum ． ． 2 
P Craterium minutum ． ． 2 

P Diachea leucopodia ． ． ． ． ． 5 
P Diachea subsessilis ． 
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江本 小野 山本 山本 山本ら 小野ら その他 本論文 記録数

目 属 種 1977 萩原 1998 萩原 2000 2001 合計

1986 2α）（） 

P Didermα chondrioderma ． ． ． ． 4 
P Diderma ejfusum ． ． ． ． ． ． ． 7 
P Diderma hemisphaericum ． ． ． 3 
P Diderma microsporum ． 
P Diderma lsaundersii ． 
P Diderma spumarioides ． 
P Diderma testαceum ． ． 2 

P Didymium chrysosporu~ ． 
P Didymium clavus ． 
P Didymium dijforme ． 
P Didymium /lexuosum ． 
P Didymium intermedium ． 
P Diのmium iridis ． ． ． 3 
P Didymium /eoninum ． 
P Didymium marineri ． 
P Didymium megα/osporum ． 
P Didymium melanospermum ． 
P Didymium minus ． ． ． 3 
P Didymium nigripes ． ． ． ． 4 
P Didymium ochroideum ． ． 2 

P Didymium [Ve巳（oratum ． ． 2 
山本

P Didymium quitense ． 田中
1999 2 

P Didymium squamulosum ． ． ． ． ． ． ． 7 
P Fuligo aurea ． ． ． ． ． 5 
P Fuligo candida ． ． ． 3 
P Fu/igo cinerea ． 
P Fuligo 回1rosa ． 
P Fuligo /icenti ． 
P Fuligo septica ． ． ． ． ． ． 6 
P Fu/igo jseptica f. jlava ． ． 2 
P Physarella oblonga ． ． 2 
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江本 小野 山本 山本 山本ら 小野ら その他 本論文 配録数

自 属 種 1977 萩原 1998 萩原 2α）（） 2001 合計

1986 2α）（） 

P Physarum album ． ． ． ． ． ． 6 
P Physarum auriscalpium ． ． 2 

P Physarum bivalve ． ． ． ． 4 
P Physarum bogoriense ． 
P Physarum cine，ぜum ． ． ． ． ． ． 6 
P Physarum compressum ． ． 2 

P Physarum craterザorme ． ． ． ． 4 
P Physarum didermoides ． 
P Physarum flavicomum ． ． ． ． 4 
P Physarum florigerum ． 
P Physarum globuliferu, ． 
P Physarum hongkongense 山本2003

P Physarum lakhanpalii ． ． 2 
P Physarum leucophaeum ． 
P Physarum melleum ． ． ． ． ． ． 6 
P Physarum melleum f. luteum ． 
P Physarum notabile ． 
P Physarum nucleatum ． ． ． ． 4 
P Physarum oblatum ． ． 2 

P Physarum oenetrale ． 
P Physarum 1polycephalum ． 
P Physarum lpsittacinum ． 
P Physarum pulcherrimum ． 
P Physarum pusillum ． ． ． 3 
P Physarum reniforme ． ． 2 
P Physarum rigidum ． ． ． 3 
P Physarum roseum ． ． ． 3 
P Physarum serpula ． 
P Physarum sessile ． 
P Physarum lstellatum ． 
P Physarum sulphu陀um ． 
P Physarum superbum ． ． ． 3 
P Physarum tenerum ． ． ． 3 
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江本 小野 山本 山本 山本ら 小野ら その他 本論文 記録数

目 属 種 1977 荻原 1998 荻原 2αJO 2001 合計

1986 2氏問

P Physarum vernum ． 
P Physarum virescens ． 
P Physarum viride ． ． ． ． ． ． ． 7 
P Physarum viride王incanum ． 
S Comatricha altα ． 
S Comatricha e/egans ． ． ． ． ． 5 
S Comatricha /axa ． ． 2 
S Comatricha nigra ． ． 2 

S Comatricha pulche/la ． ． 2 
S Comatricha ivulche//a var.ルsea ． ． 2 
S Comatricha rubens ． 
S Comatricha tenernma ． ． ． 3 
S Enerthenema lpapillatum ． 
S Lachnobolus 。trus ． ． 2 

S Lachnobo/us tubu/inus ． 
S Lamproderma arcyrioides ． 
S Lamproderma arcyrioides var. leucofilum ． 
S Lamproderma arcyrionema ． ． ． ． ． 5 
S Lamproderma echinu/atum ． 
S Lamproderma scinti//ans ． 
S Macbrideo/a martinii ． 
S Paradiachea cy/indrica ． 
S Paradiacheopsis (imbriαta ． ． 2 
S Stemonaria c/ausifi/a ． ． 2 
S Stemonaria lgraci/is ． 
S Stemonaria irregular is ． ． 2 

S Stemonaria long，α ． ． ． 3 
S Stemonitis 似 ifera ． ． 2 

S Stemonitis 似 iferaV釘.smithii ． ． ． ． 41 
S Stemonitis (lavogenita ． ． ． ． 4 

S Stemonitis fusca ． ． ． •• ． ． ． 7 
S Stemonitis fusca v司直．rufescens ． 
S Stemonitis herbatica ． 
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江本 小野 山本 山本 山本ら 小野ら その他 本論文 記録数

目 属 種 1977 萩原 1998 荻原 2αXl 2001 合計

1986 2αXl 

S Stemonitis mussoorie凡sis ． 
S Stemonitis pallida ． ． ． 3 
S Stemonitis splendens ． ． ． ． ． ． 6 
S Stemonitis splendens var. webberi ． ． 2 
S Stemonitis uvifera ． 
S Stemonitis virginiensis ． ． ． ． 4 
S Stemonitopsis 1grαcilis ． 
S Stemonitopsis hyperopta ． ． ． ． 4 
S Stemonitopsis subcaespitosa ． 
S Stemonitopsis typhina ． 
S Stemonitopsis typhina var. similis ． ． ． 3 
S砂mphytocarpus conjluens ． 
T Arcyodes incarnata ． 
T Arcyria affinis ． 
T Arcyria cinerea ． ． ． ． ． ． ． 7 
T Arcyria denudata ． ． ． ． ． ． 6 
T Arcyria ferruginea ． 
T Arcyria glauca ． 
TA，℃yriα globosa ． 
T Arcyria incarnata ． ． 2 
T Ar句ria insignis ． ． ． ． ． ． ． 7 
T Arcyria mα1gnαroseα ． 
T Arcyria major ． ． ． 3 
T Arcyria minuta ． ． 2 
T Arcyria nigella ． ． 仲田2002 3 

T Arcyria obvelata ． ． ． ． ． ． ． 7 
T Arcyria pomiformis ． ． ． ． 4 
T Arcyrid stipata var. imperialis ． 
T Arcyria νirescens ． 
T Cαlomyxa metallicα ． ． ． ． 4 
T Dianema harveyi var. verruculatum ． 山本2002 2 

T Dianema mongolicum var. macrosporum ． 山本2002 2 

T f今porhamma calyculαtα ． ． ． 3 
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江本 小野 山本 山本 山本ら 小野ら その他 本論文 配録数

目 属 種 1977 萩原 1998 荻原 2α)0 20()1 合計

1986 2α)0 

τHypor・hamma c/avata ． ． 2 
T fかporhamma minor ． 
T F今porhamma serpula ． ． ． ． ． ． ． 7 
T Metatrichia (loriformis ． 
T Perichaena chrysosperma ． ． ． ． 4 
T Perichaena corticalis ． 
T Perichaena depressa ． ． ． ． ． ． 6 
T Perichaena vermicu／αris ． ． 2 
T Trichia botrytis ． ． 2 

T Trichia contorta ． 
T Trichia decipiens ． ． 2 

T Trichia dee伊iensvar. hemitrichioides ． ． 2 
T Trichia favoginea ． ． ． 3 
T Trichia favoginea var. persimilis ． ． ． ． 4 
τTrichia SCαbrα ． ． ． 3 
T Trichia vana ． 

変形菌種類数合計 136 45 48 64 98 63 6 56 
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付表2 生木の樹種と湿室培養で得られた変形菌

Table 2 List of living trees and myxomycetes collected in moist chamber culture 

樹種学名 樹種和名 変形菌学名 変形菌和名

Chamaecyparis obtusa ヒノキ
C,サ＇brariaconfusa コビトアミホコリ

Physarum album シロモジホコリ

C/astoderma debatアanumvar. 

imperatorium アミクピナガホコリ
Pinus densiflorα アカマツ

Echinoste/ium apitectum タマハリホコリ

Physarum album シロモジホコリ

針葉 C/astoderma debaryanum var. 

樹 imperatorium アミクピナガホコリ

Cribrαriαconfus口 コビトアミホコリ

Diderma chondrioderma キノウエホネホコリ
Pinus thunbergii クロマツ

Echinoste/ium apitectum タマハリホコリ

Licea kleistobolus スワリフタコホコリ

Licea parαsiticα へソコホコリ

Physarum album シロモジホコリ

Echinoste/ium apitectum タマハリホコリ

Acer sp. モミジ Licea biforis モモワレコホコリ

Perichαenαvermiculαris イモムシヒモホコリ

C/astoderma debaryanum var. 

Betula p/atyphylla var. imperatorium アミクピナガホコリ
シラカパ

japonica Diderma chondrioderma キノウエホネホコリ

Liceαbiforis モモワレコホコリ

Ca/omyxa metα1/ica コガネホコリ

広葉

Clastoderma debaryanum var. 

imperatorium アミクビナガホコリ
樹
Castanopsis cuspidata var. Cribraria confusa コピトアミホコリ

スダジイ
sieboldi1 Diderma chondrioderma キノウエホネホコリ

Echinostelium apitectum タマハリホコリ

Echinostelium minutum ハリホコリ

Physarum album シロモジホコリ

Cinnamomum camphora クスノキ Arcyria pomiformis マノレウツボホコリ

Clastoderma debaryanum var. 

imperatorium アミクピナガホコリ

Licea kleistobolus スワリフタコホコリ
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Licea parasitica ヘソコホコリ

Licea pedice//ata エモチコホコリ

Diderma chondrioderma キノウエホネホコリ
Cornus ojficinalis サンシュユ

Licea biforis モモワレコホコリ

Calomyxa meta//ica コガネホコリ

Diderma chondrioderma キノウエホネホコリ

Prunus armeniaca アンズ Licea operculata ミズサシコホコリ

Macbrideola martinii マーチンホソホコリ

Perichaena vermicularis イモムシヒモホコリ

Licea biforis モモワレコホコリ

Prunus mume ウメ Licea parasitica へソコホコリ

Perichaena vermicularis イモムシヒモホコリ

Clastoderma debaryanum var. 

imperatorium アミクビナガホコリ
Prunus spachiana シダレザクラ

Diderma chondrioderma キノウエホネホコリ

Licea biforis モモワレコホコリ

Calomyxa metallica コガネホコリ

Diderma chondrioderma キノウエホネホコリ

Echinostelium apitectum タマハリホコリ
Prunus x yedoensis. ソメイヨシノ

Licea biforis モモワレコホコリ

Perichaena vermicularis イモムシヒモホコリ

Physarum album シロモジホコリ


